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資料-２ 



(陥没箇所)
厚さ5～10mの埋土・
ローム層・武蔵野礫
層
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粘性
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評価② ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

※均等係数Ｕｃ＝Ｄ６０／Ｄ１０（Ｄ６０：通過質量百分率60％粒径、Ｄ１０：通過質量百分の10％粒径）。土砂の粒子が揃っていると値が小さくなる。

東久留米層

厚さ10m程度の埋土
・ローム層・沖積層・武蔵野
礫層

地質 北多摩層

【砂層主体】
　多少の粒度のばらつきがあるものの、細砂～中砂がその主体
となっていることが特徴的である。

粘土・シルト分が70％以上となっている。

細砂～中砂が主体となっているが一部、シルト・粘性土の多いものや礫分を含むものが見られ、一部粒
度にばらつきがある。

試料の大部分で粘土・シルト分が70％以上となっている。

礫が多く混じるものからシルト・粘土分が多く混じ
るものまで、粒度にばらつきがあるものの、細砂～
中砂がその主体となっている。

地山の流動性

ボーリングNo

STA

掘削断面
における
地質概要

厚さ10m程度の沖積層・立川礫
層

北多摩層で単一の粘性土層に
なっている

【粘性土主体】
　北多摩層（Kic）は、粘土・シル
ト分が70％以上のものがほと
んどとなっている。

厚さ10m程度のローム層・武蔵野
礫層

舎人層の砂、礫、粘性
土層が互層になってい
る

概　要

掘削断面

細粒分
含有率
（%）

掘削断面上部

表層

均等
係数
※

厚さ15m～20m程度のローム層・武蔵野礫
層

評価① 各断面における礫層または砂層の細粒分含有率が１０％以下で、かつ粘性土層がない：●
評価② 各断面におけるいずれかの土層の均等係数が５以下：●
地山の流動性評価 評価①かつ評価②に該当：●
(トンネル標準示方書・同解説［山岳工法編］２０１６年制定の「表2.3.10 地山の流動化を示す指標の例」を基に評価設定)

東久留米層で単一の砂層になっている

舎人層 江戸川層

江戸川層の砂、礫、粘性土層が互層になっ
ている

礫分が60％以上を占めるものがほとんどであり、
一部、砂分が多いものも含まれる。

厚さ15m～20m程度のローム層・武蔵野礫層

砂分と礫分の合計が80～90％を占めており、細粒分に乏しい。

舎人層の砂、礫、粘性土層、一部世田谷層が互層になっている

・細粒分が少なく、

均等係数が小さ

い（自立性が乏し

い）

陥没箇所
凡 例

1.東京外環の地盤状況

・流動化しやす

い層が地表面

近くまで連続

・表層（5～10m）

・礫層が介在

エリアA

エリアA



 

 

2.地盤特性のまとめ 

 

【掘削断面】 

・ トンネル標準示方書・同解説［山岳工法編］2016 によると、地山流動化の指標として、細粒分 10％以下、均等係数 5 以下であるとされているとおり、細粒分が少なく均等係数が小さい砂質層などは

自立性が乏しくなる。また、細粒分が少ない場合や礫を含む場合は、シールドトンネル施工における掘削土の塑性流動性の確保にも留意する必要がある。 

・ 掘削断面では、細粒分 10％以下、均等係数 5以下である箇所は東久留米層で 3箇所（ボーリング No：H21-12、H21-13、H21-15）、舎人層で 2箇所（ボーリング No：H21-23、H21-30）である。 

 

【掘削断面上部】 

・ 掘削断面上部は、北多摩層は単一の粘性土層、東久留米層は単一の砂層、舎人層及び江戸川層は礫・砂・シルト・粘土が混在する互層で構成されている。 

・ 単一の砂層は、同様の地質状況が地表面近くまで連続しており、トンネル掘削による地山への影響が地表面まで伝搬しやすい。一方、互層区間は礫層・砂層・粘性土層で構成されるため、トンネル掘

削による地山への影響が地表面まで伝搬しにくい。 

 

【表層部】 

・ 舎人層及び江戸川層は厚さ 15～20m 程度の関東ローム層・武蔵野礫層で構成されている。北多摩層は厚さ 10m 程度の沖積層・立川礫層、東久留米層は厚さ 10m 程度の埋土・ローム層・沖積層・武蔵野

礫層であり、特に陥没箇所周辺は埋土・ローム層・武蔵野礫層が 5～10m 程度と、他の区間と比較して表層が薄い箇所である。 

 

 

     東京外環全線の中で陥没・空洞箇所周辺は、次の全てに該当する特殊な地盤条件であることをあらためて確認した。 

・掘削断面は、細粒分が少なく、均等係数が小さいため、自立性が乏しく、礫が卓越して介在することから、シールドトンネル施工における掘削土の塑性流動性の確保に留意する必要がある

地盤であること。 

・掘削断面上部は、単一の砂層である流動化しやすい層が地表面近くまで連続している地盤であること。 

・表層部は他の区間と比較して薄い地盤であること。 

 

ボーリング 

No 

地

層 

掘削断面 
掘削断面上部 表層部 備考 

細粒分 均等係数 地質状況 

H21-12 東

久

留

米

層 
10％ 

以下 

5 

以下 

礫が介在 
単一の砂層であり、流動化しやすい層が地表面近くまで連続して

いる 

厚さ 5～10m 程度の埋土・沖積層・

武蔵野礫層 
陥没箇所近傍 

H21-13 粘性土が介在 
単一の砂層であり、流動化しやすい層が地表面近くまで連続して

いる 

厚さ 5～10m 程度の埋土・沖積層・

武蔵野礫層 
 

H21-15 礫・砂・シルト・粘土が混在する互層 礫・砂・シルト・粘土が混在する互層で構成されている 
厚さ 15～20m 程度の関東ローム層・

武蔵野礫層 
 

H21-23 舎

人

層 

礫・砂・シルト・粘土が混在する互層 礫・砂・シルト・粘土が混在する互層で構成されている 
厚さ 15～20m 程度の関東ローム層・

武蔵野礫層 
 

H21-30 礫・砂・シルト・粘土が混在する互層 礫・砂・シルト・粘土が混在する互層で構成されている 
厚さ 15～20m 程度の関東ローム層・

武蔵野礫層 
 


